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他臓器癌の重複をみた大腸癌手術例の検討

―自験例11例と本邦文献例165例の分析一

埼玉医科大学第 1外科

羽  田  野    隆

ANALYSIS OF OPERATED CASES OF LARGE INTESTINAL CANCER

ACCOMPANIED BY CANCER OF OTHER ORGAN

―A REVIEW OF ll CASES AND 165 REPORTED CASES

IN THE JAPANESE LITERATURE―

Takashi HATANO

First Department of Surgery,Saitama WIedical School

他臓器重複大腸癌の手術例について自験例11例と本邦文献例165例を収集し,臨床統計的に分析して

次の主な結果を得た。

1.最 近症例数は増加しており,他 臓器先行重複大腸癌25.6%,同 時性重複大腸癌55.1%,大 腸癌

先行重複癌19.3%と なっていた。

2.他 臓器癌の種類は他臓器重複胃癌と同様,日本人に多い癌,臨床度の高い癌が上位をしめした。

3.大 腸癌先行重複癌は他に比べて特異的で,大 腸癌手術時年齢で男は 7歳以上若く,単 発性の比

率が減少し,大 腸癌を最多とする悪性腫場の遺伝負荷は高率だった。 し たがって異時性重複は他臓器

先行と大腸癌先行をわけて取 り扱い検討した。

索引用語 t他臓器重複大腸癌

I. は じめに

個体に重複癌が発生した場合に,そ れが全く偶然の

確率に支配されたものか,あ るいは何等かの因子が関

与しているのかは興味ある問題である。 と くに近年著

しく進歩をとげた診断や治療法,平 均寿命の延長,社

会問題化した環境汚染,発 癌物質の解明などと関連し

て,一 層切実な問題を提起しているといえる。著者は

当科における大腸癌手術症例132例のうち,11例,8.3%

の他臓器癌重複症例 (以下他重複大腸癌)を 認めたの

を機会に,本邦文献例165例を検索し,あわせて臨床統

計的な分析を行ってその特徴をまとめてみた。

II.研 究対象および結果

症例はすべて大腸癌,他 臓器癌ともに生検手術を合

む手術が行なわれたものを対象とし,両 手術の間隔が

1年以下のものを同時性重複, 1年 を越えるものを異

時性重複とした。さらに後者を他臓器癌が先行した症

例 (以下他先重複)と 大腸癌が先行した症例 (以下大

腸先重複)と に分類した。

当科における自験例は1980年12月までの23年間に手

術された大腸癌132例中にみられた11例で,同時性重複

5例 ,他 先重複 5例 ,大 腸先重複 1例 からなる。

本邦臨床文献例は1980年までの報告を医学中央雑

誌
1)によぅて検索し,多 少の遺漏はあろうが収集しえ

たもののうち記載がある程度明瞭である165例を対象

とした。これらは同時性重複92711ケ8,(表1),他 先重

複4 0 例3 " 4 7 ) 7 の7 " 7 6 ) 7 の8 の
～1 1 2 ) ( 表2 ) , 大腸 先 重 複3 3

例り707の11め
～1421(表3)か らなる。

a.症 例数 (表4)

これらの当科症例および本邦臨床文献例を総合する

と,大 腸癌,他 臓器癌の両者に手術が行われた重複癌

176例のうち同時性重複97例,55.1%,異 時性重複79例,

44.9%で ,後 者はさらに他先重複45例,60.0%,大 腸

先重複344/1,40,0%に わけられる。以下主としてこの

3者 を対比しつつ検討を加える。
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表1 他 臓器癌の同時性重複をみた大腸癌の手術報告例

症
例
番
号

報告者 (報告年) 性

年
　
　
齢

合  併
他臓器癌

症
例
番
号

報告者 (報告年) 性

年

　

齢

合  併
他臓器癌

1 鈴  木 幻(1924) 男 胃 癌 山 形 ら
3り
(1967) 男 胃 癌

土  肥 的(1939) 男 胃 癌 3 6 細  川
en(1968)

女
胃癌,空 陽癌
卵巣癌

上  肥 的(1939) 女 胃 癌
高 邑 ら

3o(1968)
男 胃 癌

4 渡  辺 り(1951) 女 右卵巣癌
鍋 石 回 ら

351(1969)
男 胃 痛

5 渡  辺 。(1951) 男 胃 癌
石 田 ら

3引
(1969) 女 胃 癌

渡  辺 り(1951) 女 右乳傷
石 田 ら

3,(1969)
男 胃 癌

小  林 引(1951) 女 上顎癌
森  ら

3o(1969)
男 胃 癌

藤 谷 ら。(1952) 女 左乳癌
藤 田 ら

3■
(1970) 男 胃 癌

福  地 "(1953) 男 胃 癌
天 羽 ら

3働
(1971) 男 屋層魅

胃癌,
劉助(1956) 女 胆褒癌

4 4 岩 崎 ら
3朝
(1971) 女 左腎癌

朝 倉 ら印(1957) 女 胃 癌
下 山 ら

4り
(1971) 女 右乳偏

朝 倉 ら切(1957) 男 胃 癌
4 6 春 田 ら

41,(1973)
男 胃 癌

金 子 ら
1い
(1957) 男 皮膚癌

佐 藤 ら
4分
(1973) 女 窟

乳癌,左乳
村 山 ら

11'(1958)
女 子宮廃

池 淵 ら
1幼
(1959) 男 胃 幅

4 8 楢 本 ら
4的
(1973) 男 胃雇,胃 癌

古 屋 ら
4o(1973)

女 胃 癌
宮 城 ら

1い
(1959) 男 胃 癌

渡 辺 ら
4引
(1973) 男 胃 癌

木 由 ら
1。
(1959) 男 胃 癌

山 下 ら
4旬
(1973) 女 岳彊

横 沢 ら
19(1959)

女 左乳癌
加 藤 ら

4D(1974)
女 右乳癌

中 村 ら
1的
(1960) 男 陰茎縮

カロ 履馬ら
47)(1974)

女 右乳癌
深 町 ら

171(1960)
女 胃 癌

5 4 山 本 ら
481(1974)

男 胃 癌
大 沼 ら

1的(1960) 男 多発性骨髄腫

吉 原 ら
1り
(1960) 女 甲状腺癌

山 本 ら
431(1974)

男 胃 癌

菅 村 ら
2い
(1960) 男 胃 痛

新 井 ら
4印
(1974) 男 胃 癌

大  脇
21)(1961)

女 胃 癌
木 原 ら

5い
(1974) 女 胃 痛

湯 夕'〕ら
51)(1974)

女 胃 癌
喜 多 ら

2幼
(1961) 女 右腎 Gravitz

網 村 ら
5幼
(1974) 男 胃 癌

2 6 桑  原
2o(1962)

男 左腎Gravitz

石 口 ら
2o(1963)

男 胃 癌
∞ 千 葉 ら

50(1974)
女 胃 臨

岡 益 ら
2印
(1964) 女 右乳癌

飯 塚 ら
50(1975)

男 胃 癌

2 9 国 藤 ら
2o(1965)

女 右乳癌
西 村 ら

5引
(1975) 男 胃癌 胃 癌

渡 辺 ら
50(1975)

女 胃 癌
下山田ら

2■(1966) 男 胃 癌

6 4 船 曳 ら
50(1975)

女
回陽 リンパ
肉腫確  井

2引
(1966) 男 胃 癌

山 内 ら
2的
(1967) 女 胃 癌 坂 本 ら

381(1976)
女 胃 癌

志 村 ら
3い
(1967) 男 胃 癌 金 子 ら

5印
(1976) 男 胃 癌

3 4 奥 りヽ (1967) 男 食道癌 斉 藤 ら
6り
(1976) 男 胃 癌



症
例
番
号

報告者 (報告年) 性

年
　
　
齢

合  併
他臓器症

症
例
番
号

殺告者 (報告年) 性

年
　
　
齢

合  併
他臓器症

6 8 前 田 ら
61)(1976)

男 空陽癌 8 4 竹 下 ら
7,(1979)

男 胃平滑筋肉腫

浦 壁 ら
6分
(1976) 男 舌 癌 竹 下 ら

75)(1979)
男 胃平滑筋肉腫

口 中 ら
6印
(1976) 男 胃 癌 8 6 西 尾 ら

7ぃ
(1979) 男 胃 癌

前 田 ら
6o(1977)

女 右乳癌 8 7 西 尾 ら
77}(1979)

男 胃 癌

前 田 ら
6o(1977)

女 左乳癌 鶴 西 尾 ら
77,(1979)

男 胃 癌

中川原ら
6弱
(1977) 女 右乳癌 8 9 田  中

7的
(1979) 男 胃 癌

成 田 ら
6o(1977)

男 右腫癌 9 0 金 子 ら
7印
(1979) 女 回陽癌

山 田 ら
6η
(1977) 女 胃 癌 高 野 ら

80)(1980)
女 胃 癌

山 口 ら
67)(1977)

女 胃 癌
鈴 木 ら

81)(1980) 男 肺 癌

山 崎 ら
6的
(1977) 女 膵臓癌

自 験  例 男 胃 癌

胃胃癌

回腸癌

7 8 染 野 ら
6的
(1978) 女 胃 癌

9 4 自 験  例 女

7 9 雨 宮 ら
7o(1978)

女 胃 癌
9 5 自 験 例 男

山 下 ら
71)(1978)

男 Vater乳 頭癌
9 6 自 験  例 男 胃 癌

胃 癌
山 初 ら

7a(1978)
男 胃 癌

斉 藤 ら
7朝
(1978) 男 皮膚癌

自 験  切 男

8 3 下 山 ら
7o(1978)

女 胃 癌

1982年 5月

b.報 告年代別症例数 (表4)

3者 とも1971年以降の報告が増えているが, この傾

向は他先重複において著しい。

C.性 ・年齢 (表4)

他臓器痛重複大腸癌全例の性比は1.51:1で 男に多

いが,そ の内わけをみると他先重複が1.65:1,同 時性

重複が1.26!1,大腸先重複が2.40:1と 大差が認めら

れる。当科における大腸癌手術全例の性比は1,13:1で

あるから,大腸先重複で男が多いことが特徴といえる.

他臓器癌重複大腸癌と判明した時の平均年齢をみる

と他臓器癌重複大腸癌全例で男58,0歳,女 59.0歳,平

均58.5歳,他 先重複で男58.2歳,女 58.8歳,平 均58.5

歳,同 時性重複で男59.0歳,女 55.4歳,平 均57.2歳と

差はほとんどないが,大腸先重複では男56.8歳,女62.8

歳,平 均59.8歳と男は若い方にずれ,女 は高年の方に

ずれている.当 科における大腸癌手術全例の手術時平

均年齢60.4歳と比較すると他臓器癌重複大腸癌全例で

約 2歳若い。

大腸先重複の先行大腸癌手術当時の平均年齢は男

50,8歳,女 56.1歳,平 均53.4歳と,当 科の大腸癌手術

全例に比して男で約11歳,女 は約 2歳 ,平 均 7歳 いず

れも若い方にずれている。

d.他 臓器癌の種類 (表5)

73(809)

他先重複45711にみられた46個,同 時性重複97例にみ

られた101個,大腸先重複34例にみられた39個の化臓器

癌の種類を検討すると,全 例では胃癌96個,51.6%,

乳癌22個,11.8%,子 宮癌11個,5.9%,腎 ・尿管・勝

脱癌10個,胆 のう。胆管癌 5個 の順になっている。

個々について特徴的なのは同時性 ・他先重複型の乳

癌,大 腸先重複型の泌尿器系癌,胆 道系癌,他 先重複

型の前立腺癌が日立っている。子宮癌は同時性重複が

少なく,異 時性重複型といえる。さらに剖検例として

昭和33年か ら43年までの11年間の 日本病理剖検輯

報143)により90Trlの他臓器重複大腸癌を収集し,そ の他

臓器癌97個を対照した。 こ れによると胃癌がやはり最

も多いことは臨床例と同じであるが,子 宮癌,乳 癌の

ように臨床的に予後が比較的良好なものが著明に減少

し,代 って肺癌の増加が目立つ。また甲状腺癌が割検

4/11でやや多目であることが注目される。

これらの他臓器癌を消化器系と異系とに大別すると

同時性他重複の73.3%が 消化器系で,他 先重複,大 腸

先重複はそれぞれ50.0%,56.4%と なっている.さ ら

にくわしく検討すると同時性重複の女性例,大 腸先重

複,剖検例はほぼ似ており消化器系が65%,56%,53%

となっている。他先重複の男性例および同時性重複の

男性例では胃癌の比率が高く,消化器系78.6%,87.3%
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例,10.8%,大 腸癌異時性重複 8例 ,5,4%,大 腸内同

時多発および異時性重複 3例 2.0%と なっている。また

同時性重複における大腸内同時多発癌発生率は77例中

12例,15.6%と 異時性他重複に比べて有意に増加して

いる (p<0.05).

f,大 腸癌手術と他臓器癌手術の間隔 (図 1)

複数の異時性他臓器癌を有する大腸癌症例を除き,

単数の異時性他臓器癌を有する症pllを検討すると,他

先重複42例,大 腸先重複26例の計68例である。これに

となっている。

e.大 腸痛の大腸区分と単発 ・多発の別 (表6)

大腸区分は他先重複では直腸が25個,52.1%,結 腸

21個,43.8%,大 腸先重複では結腸が18個46.2%,直

腸が15個,38.5%の 順であるが同時性重複ではちょう

ど両者の中間に位置し,直 腸49個,485%,結 腸45個,

44.6%と ほぼ同率となっている。

大腸癌の単発,多発の別を判明した148例について検

討すると,単 発癌121例,81.8%,大 腸内同時多発癌16

表 2 他 臓器癌の異時性重複をみた大腸癌の手術報告例 (他臓器癌先行)

症

例

番

号

報告者 (報告年) 性

た
時
の
年
齢

癌
と
判
明
し

他
重
複
大
陽

先行他臓器応
(当時年齢)

症

例

番

号

報告者 (報告年) 性

他癌た
重と時
複判の
大明年
陽 し齢

先行他臓器痛
(当時年齢)

l 伊  勢
82)(1944)

男 胃癌 2 4 古 山 ら
102)(1976)

女 左乳癌 (57)

山 本 ら
8印
(1951) 男 胃癌 谷  口

103)(1976)
女

右乳癌 (更に
2年 3カ月後
胃癌)( 5 8 )

加 藤 ら
8o(1960)

男 胃癌 卜 林 ら
10。
(1977) 女 左乳癌 (48)

安 本 ら
8引
(1962) 男 胃癌 (39) 古 山 ら

10引
(1977) 女 上顎癌 (47)

槙  ら
80(1963)

男 胃癌 2 8 成 末 ら
10。
(1977) 男

Vater乳頭癌
(53)

田 中 ら
3?)(1963)

女 左乳癌 (47) 2 9 古 川 ら
10■
(1977) 女

酢
雅
０

＜
力
Ｘ

癌
６
痛

宮
年
乳

子
５
左

7 世 良 ら
89(1963)

男 胃痛 中 西 ら109(1978) 男 胃癌 (62)

庄 司 ら
89)(1967)

男 胃癌 雨 宮 ら
7け
(1978) 男 胃癌 (65)

神 谷 ら
9い
(1967) 女 子宮癌 (49) 高 口 ら

10印
(1978) 男

勝脱癌 (更に
1年 8カ月後
胃癌)(52)

伊地知ら
91)(1969)

女 胃18~(59) 二 好 ら
110)(1978)

男 胃癌

浜 回 ら
9幻
(1969) 男 胃癌 3 4 竹 下 ら

7引
(1979) 男 胃癌 (66)

宮  司
9。
(1970) 女

に
後
便
朔
ｍ

癌
５
Ｘ

宮
年
癌

子
３
胃

3 5 西 尾 ら
7o(1969)

男 胃癌 (65)

浅 井 ら
9。
(1971) 女

に
乳

韓
薙
ゆ

子
１０
癌

3 6 西 尾 ら
76}(1979)

男 胃癌 (40)

岩 崎 ら
391(1971)

女 子宮癌 (49) 3 7 西 尾 ら
7"(1979)

男 胃癌

岩 崎 ら
391(1971)

女 子宮癌 (54) 3 8 西 尾 ら
7■
(1979) 男 胃癌

伴 場 ら
9印
(1972) 男 左肺癌 丸 谷 ら

lll'(1979)
女 子宮癌 (45)

中 村 ら
96)(1972)

男 左上顎癌 田 中 ら
11幼
(1980) 男 空腸癌 (40)

石 田 ら
97)(1973)

男 胃癌 自 験  例 男 前立腺癌 (66)

米 地 ら
9的
(1973) 男 右肺癌 (55) 自 験  例 男 前立腺癌 (68)

山  本
9勢
(1974) 男 食道癌 (65) 自 験  例 女 左乳癌 (50)

加 藤 ら
47,(1974)

女 右乳癌 (69) 4 4 自 験  例 男 胃癌 (63)

中 川 ら
1001(1974)

男 胃癌 4 5 自 験  例 男 前立腺癌 (77)

喜 多 ら
101)(1975)

女 子宮癌 (45)



症

例

番

号

報告者 (報告年) 性

た
時

の
年
齢

癌
と
判
明
し

他
重
複
大
陽

後発他臓器癌

症

例

番

号

報告者 (報告年) 性

た
時
の
年
齢

癌
と
判
明
し

他
重
複
大
陽

後発他臓器癌

1 若  林
113)(1941)

男 鶴矯矯偽縫
パ

坂  田
12朗
(1971) 男

右尿管癌
胆曇癌

矢  吹
11。
(1941) 男 胃癌 (更に

5年後胃癌)
山 初 ら

13い
(1971) 女

(回盲部癌同
時合併)

朝 倉 ら的(1957) 男 胃 癌 2 0 大 山 ら
131)(1972)

男

胃癌 (更に
1年 2カ月後
直陽癌)

4 中 村 ら
11"(1959)

男 左腎孟癌 大 畑 ら
13幻
(1972) 男 両側肺癌

5 木 山 ら
11旬
(1960) 男

左腎Crawltz
腫瘍

山 下 ら
13o(1973)

男 胃 癌

6 Jヒ 畠 ら
l17)(1960)

男 胃 癌 古 山 ら
13り
(1974) 男

に
後

更

月

ぐ

カ
癌
２
＞

頭
年
癌

喉
７
胃

7 蜂須賀ら
119(1鋪 3) 男 軟回蓋癌 千 葉 ら

13D(1974)
男

胃癌 (直腸購
同時合併)(更
に6 年 5 カ月
後勝脱癌)

三 隠 ら
11り
(1964) 男 胆褒癌 青 柳 ら

13o(1974)
女 肝内胆管癌

村 井 ら
12ぃ
(1965) 女 子宮癌 2 6 石 沢 ら

13n(1976)
女 左乳癌

佐 藤 ら
121)(1965)

女 十二指陽癌 村 山 ら
13働
(1978) 男 右尿管癌

江 原 ら
12幼
(1966) 男 胃 痛 2 8 西 尾 ら

7的
(1970 男 胃 癌

青 木 ら
12鋤
(1967) 女

宮
年
癌

子
１
胃

，に
後

癌
更
月

巣
く
カ

卵
癌
８

2 9 西 尾 ら
7■
(1969) 男 胃 痛

浅 利 ら
12o(1967)

男
胃癌 (直腸癌
同時合併)

3 0 = 品 ら
13"(1979)

女 左肺鹿

熊 谷 ら
12"(1968)

男 胃 癌 石 原 ら
140(1979)

女 右乳癌

坂 下 ら
12的
(1968) 男 胃 癌 3 2 覚 道 ら

141】
(1979) 男 舌 癌

高 安 ら
12コ
(1969) 男 右腎癌 古 賀 ら

14幻
(1979) 男 右肺癌

斉 藤 ら
12的
(1969) 女 胃 癌 3 4 自 験 例 女 膳

襲雇,膵臓
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更に同期間に報告された同時性他重複症例97例中,同

時性他臓器癌が単数である93例を追加して計161例に

ついて大腸癌手術と他臓器癌手術の間隔および症例数

との関係を示す。対照として西らが全く同様の方法で

癌研外科における単数の他臓器癌を有する胃癌67例に

ついて分析した結果140を参照してある.ただし症例数

の絶対値を比較するために,比 例計算により癌研外科

例の症例数を67例から161例に改変してある.

これによると大腸癌では同時性癌と隣接した他先重

複部を中心とした山が高くなり,周 辺部分は平低化し

ている。そして他先重複側でも胃癌例では同時性の両

脇に明らかに認められる陥入部が周辺方向に約 4年移

動していることが目立つ。

g.悪 性腫瘍の遺伝負荷 (表7)

75(811)

2親 等までの血族に悪性腫瘍が認められたのは,他

先重複では判明した15例中 6例 ,40.0%,同 時性重複

では48例中14例,29.2%,大 腸先重複では17例中 8例 ,

47.1%と なっており当科の大腸癌手術全例の31.8%に

比して,同 時性重複はほぼ
一致,果 時性重複は有意差

には至らないがかなり高率である。その内容は他先重

複および同時性重複では胃癌が最 も多 くそれぞれ

50.0%,46.7%だ が,大 腸先重複では大腸癌が最も多

く56.3%を しめている.

h,大 腸ポリープの合併 (表8)

切除された大腸標本に大腸ポリ
ープの存在が認めら

れた症例は他先重複では半J明した13例中 4例 ,30.8%,

同時性重複で41例中 7例 ,17.1%,大 腸先重複で13例

中 3例 ,23.1%で ある。当科における大腸癌手術全例

表 3 他 臓器癌の異時性重複をみた大腸痛の手術報告例 (大腸痛先行)
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図 1 大 腸癌手術と他臓器手術の間隔 (胃癌例との比

較)

他臓器癌の重複をみた大腸癌手術例の検討

表 4 他 臓器癌の重複をみた大腸癌の手術報告例

症例数/年

癌研外科,一 部改変

3  5  7   10    14

日消外会誌 15巻  5号

れず,遺 伝因子,免 疫応答能をはじめとする全身的な

発癌素因,同 一臓器因子や同一系統器官因子,内 分泌

環境などの関与が推定される。西および関は胃と他臓

器の重複癌の手術例について検討し,①  日本人に多
い癌が同一値体内でも重複していること。② あ る集

団において発癌率の高い臓器内に多発しやすいこと,

③ 他臓器癌の種類は外科臨床的に頻度の高いものや

治癒度の高いものが上位をしめることを指摘してい

る144).

日本人に多い癌で外科臨床的に頻度,治 癒度の高い

ものとしては胃癌,子 宮癌,乳 癌,大 腸癌などがあげ

られる。頻度は低いが治癒度がやや高いものとして泌

尿器系の癌,上 顎癌, 日腔癌,喉 頭癌,前 立腺癌など

があげられる, 日本人に比較的多いが治癒度の低いも

のとして肝 ・胆道系の癌,食 道癌,肺 癌などがあげら

れる。そして陣臓癌,卵 巣癌, リンパ節細網肉腫など

は頻度,治 癒度ともに低いと考えられる。

他臓器癌重複大腸癌の手術例にみられる他臓器癌の

種類の頻度はほぼこの順に類似しており,個 々の内容

をみるならば胃癌は異時性他重複,同 時性他重複とも

に多く普遍型といえ,乳 癌は同時性重複,他 先重複に

多い。

他臓器癌の系統男Jの分析によると,本 邦では消化器

系が多いといわれており他先重複で50.0%,同 時性重

複で733%,大 腸先重複で56.4%であった。ただしこ

れを細別すると胃癌の比率が高い他先重複,同 時性重

複の男性例で78.6%,87.3%と 増加し,同 時性重複の

女性例は56.5%と低下し,乳 癌,子 宮癌が高率にみら

脚
□

胃鳩手術 と他臓器癌
手術の間隔

(1 6 1例)

14    10   7  5  3

他臓器癌先行果時性

のポリープ合併例は25Trl,18.4%で著差は認められな

い .

m,考   察

重複癌の発生に関しては単なる偶然の確率に支配さ

他先重複 同時性重複 大陽先重複
当 科  の
一般大陽癌

症 例 数 45り刊 256ラ彰 97夕1551% 34例 19.3% 132例

症
　
例
　
数

報
告
年
代
別

-1950 1例  22% 3例  3.1% 2例  59%

1951-1960 2例  44% 20例1 206% 4例  118% 2例 1 5 %

1961～ 1970 9例 206% 19り1 19.6タレ 11例 324% 如例 152%

1971-1980 33ワ刑 733ラと 55例 56.7% 17夕可 500タ レ 110例 鶴 3%

性

別

男 2891 622夕 と 54'利 55,7ラ彰 24,刑 70.6夕ち 70'刺 530夕ち

女 1721 378夕 と 43例 443% 10杉刺 29.4レち 62'刺 47.0夕ち

複
明
年
＞

重
判
時
ジ

痛
と
術
ン

器
癌
手
レ

臓
腸
た
く

他
大
し
齢

男 582歳 (35～82) 590歳 (35～ 78) 56.8,霊(36-76)

女 588吉霊(47-78) 554,能 (16～ 78) 628歳 (47～76)

大陽癌手術時
年齢 (レンジ)

男 弱 2歳 (35～82) 590;能 (35～78) 卸 8歳 (34～75) 62 3芦髭(26-84)

女 弱 8歳 (47～ 78) 554歳 (16～78) 561歳 (44～ 72) 弱 4歳 (31～82)

大陽癌手術 と
他機器お手術 の間隔

他臓器癌先行果時性

≒ 略 帽
3  5  7    10   14

大腸癌先行果時性

胃癌先行 果時性
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表5 大 腸癌に重複した他臓器癌の種類

他臓器癌の種類
他先重複 同時性重複 大陽先重複 剖検例 (日本

病理剖検輯報
昭33～43)男 女 計 男 女 計 男 女 計

胃 癌 19個 1 個 201』 401ヨ 201』 601』 13個 2 個 15個 451』

乳 癌 7個 7 個 13個 13個 2 個 2 個 2 個

腎 ・腎孟 ・尿管勝DL腐 1 個 1 個 1 個 2 個 3 個 6 個 6個 8個

子 宮 癌 8 個 8個 1 個 1 個 2 個 2 個 6個

胆 褒 胆 管 癌 1 個 1 個 1 個 3 個 4個 2個

そ の 他 8個 2個 10個 14個 9 個 231』 6 個 4 個 10個 341固

計 281』 18個 46個 551』 46個 101個 26‖固 13個 39個 971』

消 器 系 221』 1 個 231ヨ 481固 261ヨ 741固 15個 7 個 221ヨ 521』

異 系 6個 17個 231』 7個 201ヨ 27個 11個 6 個 17個 45個

表6 他 臓器癌の重複をみた大腸癌の大腸区分と単発 ・多発の別

る
癌
けお
陽
柳
大鍾発

他
後

同 時 性 重 複
における大陽癌

大 腸 先 重 複 に
おける先行大陽癌

大
陽
区
分

亡自 陽 2紀] 42% 7個   6.9% 6付ヨ 15.4夕彰

結 陽 211ヨ 438レ 琢 451ヨ 446夕 ち 18個 46.2%

直 陽 2513 52 1ラ琢 49個 48.5% 15個 385%

計 48個 101個 391ヨ

単
発

・
多
発
の
別

単 発 癌 34例 82.9% 65例 844% 222刺 73.3夕彰

大陽内同時多発癌 4夕1 98% 12例 156%

大陽癌異時性重複 1例  24% 7,列 233レ琢

大腸内同時多発
および異時性重複

2例 49% l例  3_3%

表7 他 臓器癌の重複をみた大腸癌の悪性腫瘍の遺伝負荷および大腸ポリープ合併頻

度

他先重複 同時性重複 大腸先行重複

ま

り
等
あ
親
瘍
２
腫

でに悪性 6/15   40.0ラ琢 14/48  抑 2% 8/17   47.1レ琢

悪
性
腫
易
の
内
容

大 陽 癌 1 個 9 個

胃  癌 6 個 7 個 2 個

子 宮 癌 4 個 2 個 2個

そ の 他 2 個 5 個 3個

計 12個 15個 16個

消化器系 7個 鶴 3% 101目 66,7夕し 12‖□ 75.0ラ琢

異   系 5個  41,7% 51ヨ 333ラじ 41回 25.0夕ち

大陽ポリプ合併例 4/13   30.8ラ彰 7/41   17.1ラ琢 3/13   23_1夕琢
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発生以前に死亡する患者が多いためとしている。一方,

癌研外科における胃癌手術と他臓器手術の間隔の分析

結果では同時性重複を中央最高降とする明らかな 3峰

分布を示しており,そ の理由は他臓器癌も胃癌も治療

後 2, 3年 以内に死亡するものがまだ高率のためとし

ている1441.本邦文献例における大腸癌手術と他臓器手

術の間隔は,他 先重複は最高14年,大 腸先重複は最高

20年で,胃癌例にくらべると有意に多い同時性重複と,

それに隣接した他先重複部とを中心とする最高峰と,

7な いし10年他臓器癌が先行する低い降とからなるほ

ぼ 2降 性の分布を示している。これは大腸癌は胃癌よ

りも同時性重複が有意に多いこと,子 宮癌,乳 癌のか

なりの症例が 7な いし10年先行していること,大 腸癌

の治癒度が胃癌より良好で,陥 凹部を示しがたいこと

などによると思われる。

悪性腫瘍の遺伝負荷は他先重複で40.0%,大 腸先重

複で47.1%と いずれも一般大腸癌手術例の30.8%に く

らべ高率であったが,同 時性重複では29.2%と なって

いた。また悪性腫瘍の遺伝負荷のある症例にみられた

血族の悪性腫瘍の内容には特徴があり,他 先重複例と

同時性重複では胃癌が最も多く,大 腸先重複では大腸

癌が最も多かった。

大腸癌については従来から大腸ポリープの合併が重

視されており,本 邦では単発性大腸癌の 2-30%,多

発性大腸癌の70-80%14のにその合併が認められてい

る. しかし今回の検索では他先重複で30.8%と やや高

率をしめたが,同 時性重複17.1%,大 腸先重複23.1%

とほぼ一般の大腸癌手術例なみであった。

Ⅳ.お わりに

他臓器重複大腸癌の手術例について自験例11例と本

邦文献例165例を収集し,臨床統計的に分析して次の結

果を得た。

1.自 験例は大腸癌手術全例の8.3%に 相当した。文

献集計例では他臓器癌重複大腸癌中他先重複25.6%,

同時性重複55。1%,大 陽先重複19,3%で最近症例数は

増加しており, とくに他先重複が著しかった。

2. 他臓器癌の種類は他臓器重複胃癌におけると同

様, 日本人に多い癌,臨 床的に治癒度の高い癌が上位

をしめた。 3者 共に胃癌が最も多く,個 別では他先重

複で子宮癌,乳 癌が,大 腸先重複では泌尿器系の癌,

胆のう,胆 管癌が多かった。

3.他 先,同 時性重複および大腸癌手術全例と比較

すると,大 腸先重複は特異的で,大 腸癌手術時年齢が

有意に若く, とくに男でそれが著明で7歳以上若く,

れる他北重複の女性例では5.6%と 極端に低下してい

る.他 臓器癌の種類はこのように重複の時期と性別に

よって大いに異なることを銘記すべきである.

さて他臓器癌重複大腸癌の報告例の年間増加率をみ

ると過去約10年間の報告例は更にその10年前とくらべ

ると約 2倍 に増加しており,他先重複は3.7倍,同 時性

重複は2,9倍となっている。しかし大腸先重複は1.5倍

とあまり目立たないがこの群はとくに内因の関与が大

きく1451,症例がそれほど多くないためかもしれない。

性比はむしろ合併した他臓器癌の種類に左右され胃

癌,子 宮癌または乳癌が多い他先重複および同時性重

複では1.65!1,1.26:1と 一般大腸癌手術例なみで

あるのに対し,大腸先重複では子宮癌,乳癌が減少し,

男に多い泌尿器系の癌が増加するため2.40i lと男の

比率が増加している。

他臓器癌重複大腸癌と判明した時の手術時年齢を検

討した結果では,他先重複58.5歳,同 時性重複57.2歳,

大腸先重複で59.8歳と一般大腸癌手術例なみである

が,大 腸先重複の男で先行大腸癌手術時の年齢は50.8

歳と10歳近 くも若かった。すなわち男で50歳以下の比

較的若い時期に発生した大腸癌症711の術後には他臓器

の検査および入念な術後追跡がとくに必要であろう。

大腸癌の大腸区分をみると,他 先重複では直腸が,

大腸先重複では結腸が最も多く,同 時性重複がちょう

ど両者の中間に位置している。 こ れは両者の特徴を兼

備していると考えると興味深いが,大 腸癌手術時の年

齢が大腸先重複の男性以外はあまり差がないことか

ら,年 齢以外の因子を考慮したい。

大腸癌の単発,多 発の別をみると,異 時性他重複で

後発大腸癌の82.9%が 単発性であるのに対し,先 行大

腸癌では73.3%と 減少し,大 腸癌果時性重複が2313%

と有意に増加した。 こ れは先行大揚癌症例では経過追

跡が長いためかもしれないが,先 行大腸癌は男に比較

的多いこと,平 均年齢が若年側にずれていることなど

を考えあわせると内因の関与も大きいと思われる。同

時性他重複では大腸内同時多発癌が15.6%に達し,大

腸先の0.0%,他 先重複の9.8%よ りも有意に多く,一

般の同時性大腸内多発生頻度5.3%14のょり明らかに高

率である。

大腸癌手術と化臓器癌手術の間隔については文献が

少ない。一般の重複癌の場合,約80%は 同時性,約20%

が異時性で,間隔が大になるほど症例数が減少する11つ

という。その理由は重複癌を発生させる非局所的要因

が時とともに弱まってゆくといえより,む しろ第 2癌
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また単発性の比率が減少し,大 腸癌を最多とする悪性

腫瘍の遺伝負荷が高率だった。 し たがって内因の関与

が大きいと考え,他 先重複と大腸先重複は分けて取 り

扱った。

4. 大 腸癌の大腸区分は,他 先重複では直腸が,大

腸先重複では結腸が最も多く,同 時性童複ではちょう

ど両者の中間に位置しほぼ同率であった。また同時性

重複における大腸内同時多発生率は156%で ,異 時性

他重複に比べて有意に増加していた。

5。 大 腸癌手術と他臓器手術との間隔は,同 時性重

複とその他先重複側とを中心とする高い山と, 7な い

し10年他臓器癌が先行する低い山とからなるほぼ 2峰

性の分布を示した,

6。 大腸ポリープの合併率はほぼ一般の大腸癌手術

例なみであった。

本論文の主旨は第18回日本消化器外科学会総会にて発表

した。

稿を終るにあたり,ご 指導とご校閲をいただいた関 正

威助教授に深謝する.
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